
平成２６年１２月市議会定例会

一　般　質　問　通　告　書

（通告者７名）



順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考

１ １８番 星居　敬子

市　長
市　長

２ 市民協働に
ついて

市　長

２ １２番 小野寺美穂

市　長

市　長

市　長

市　長
市　長

３ ６番 大沼　宗彦

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長
市　長

市　長

市　長

２ 公民館運営
について

市　長

市　長

１ 心身障がい
者医療費助成制
度の改善につい
て

(2)市の条例で定める心身障がい者医療費助成制度の
対象外になる、例えば、身体障がい者手帳３級の外部
（疾患）障がい等の方にも市単独で助成を拡充すべ
き。

(2)受注業者の適性判断はどのように行われているの
か。

(1)地域の課題を解決するためスマートフォン等を利
用し、市民からレポートを送り行政がいち早く対応す
る市民協働のまちづくりを進めるべき。（例：道路、
公園、ごみ、その他）

(1)償還払い制度を現物給付にすべき。

(1)公共工事等の請負業者との正常な関係を維持する
ためにどのような努力をしているのか。

(1)県道愛島名取線明観寺周辺の第一中学校通学路の
安全対策を講じるよう関係機関に働きかけるべき。

質問の要旨

(2)県道愛島名取線の飯野坂踏切から河内沢橋までの
見えにくい古くなった道路標識を交換するよう関係機
関に働きかけるべき。

(4)必要に応じて立入検査などを行っているのか。
(5)名取市としてのコンプライアンス実践の徹底を図
るべき。

１ 名取市の行
政執行・コンプ
ライアンスにつ
いて

(3)昨今問題になっている談合等を防止するためどの
ような対策を講じているのか。

(5)河内沢橋の凸状態を改修すべき。

(1)若者が住み続けたくなる地域づくりの核としての
公民館の役割と具体的活動を明らかにすべき。

(8)県道愛島名取線のマンホール部の凹凸状態を解消
すべき。

(2)公民館職員の嘱託化を含む公務労働者の非正規化
と削減は、賃金低下を招くおそれがあり、若者が住み
続けるまちづくりに逆行するため改めるべき。

(3)第一中学校前には、屋根つきバス停を設置すべ
き。市内バス停に計画的に屋根を設置すべき。
(4)河内沢橋（右岸）直前の30キロメートル制限の標
識を安全確保のため南側に移設するよう関係機関に働
きかけるべき。

１ 幹線道路改
良に伴う交通安
全対策等につい
て

(6)移設先の館腰分団第３部施設の出入り口（市道植
松本郷線）に緊急用点滅赤色灯と横断歩道を設置すべ
き。
(7)これまで館腰郵便局周辺に設置されていたカーブ
ミラーを復元すべき。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

４ ９番 山田　司郎

市　長
教育長
市　長
教育長

市　長
教育長

市　長

市　長

市　長

市　長

５ １７番 今野　栄希

１ 市民サービ
スについて

市　長

市　長

市　長

２ ＬＥＤ灯の
普及について

市　長

市　長
市　長

４ 地域の医療
機能の明確化等
について

市　長

市　長

市　長

(1)市が管理している街路灯は6,715基、そのうちＬＥ
Ｄ灯589基である。普及率は8.8％であり極めて少な
い。早急に普及を図るべき。

(3)住民票の写し、印鑑証明書、戸籍証明書、戸籍の
写し、税証明書など各種証明書の交付がコンビニで受
けられるようサービスを開始すべき。

１ 公民館のあ
り方について

(2)震災時に公民館が果たした役割と課題をどのよう
に検証したのか。防災拠点として公民館が果たすべき
役割を明確にすべき。

(1)市民課窓口業務の中で可能な事務全てを民間に委
託すべき。

(3)公民館の今後のあり方は。職員の嘱託化を進める
前に、公民館のあるべき姿、ビジョンを示すべき。

(1)放課後児童クラブの登録児童対象拡大に伴い、受
け入れ体制づくりやクラブの運営充実に努めるべき。
(2)ロッカーやげた箱の増設及びトイレの改修など、
必要な設備等の拡充に努めるべき。

(1)労務職員や事務長の引き上げなど、公民館職員の
嘱託化に向けた課題を整理して対応策を示すべき。

(3)「医療、介護に関する市民からの電話相談」「大
人版の救急電話相談」の実施について近隣市と連携し
行うべき。

(2)実際に仕事に支障を来す前に降格及び昇任できる
制度を設けるべき。

(1)夜間や休日における名取市休日夜間急患センター
の体制、患者の受診状況はどのようになっているのか
明示願いたい。また、現況を踏まえ、課題については
どのように認識しているのか明示願いたい。

(1)職員の適正な人事評価をすべき。

(3)児童センターを拠点とした子育て支援の現状は。
民間の好事例に学び、特に午前中の受け入れ体制を工
夫すべき。

３ 職員の人事
評価及び管理職
の 希 望 降 格 制
度・試験による
昇任制度につい
て

(2)名取市休日夜間急患センターの充実、体制の強
化、診療時間延長、小児夜間診療を実施すべき。

(2)保育料、公共施設使用料、法人市民税の支払いを
インターネット、クレジットカードを用いコンビニ等
で納付できるようにすべき。

２ 児 童 セ ン
ターの充実につ
いて

(4)専用室設置が困難なセンターの設置・運営にどう
取り組むのか。児童センターと児童クラブそれぞれの
機能が両立するよう意を用いるべき。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

５ 消防団員の
確保並びに地域
防災力の強化に
ついて

消防長

消防長

消防長

市　長
消防長

消防長
市　長
消防長

６ １０番 菊地　忍

市　長

市　長

市　長

２ 外国人観光
客誘致に向けた
取り組みについ
て

市　長

市　長

７ ２番 大友　康信

市　長

市　長

市　長

市　長

(1)外国人観光客誘致について、受け入れ環境整備が
必要である。外国語に対応したガイドブック、ウエ
ブ、マップ、案内・誘導サインの整備などを図るべき
と考えるがどうか。

(2)安心して子どもを産み育てるためには、男性の家
事・子育てへの参画を進めることが重要である。男性
職員の育児休業取得を促す取り組みを積極的に図るべ
きと考えるがどうか。

２ 外出の困難
な要支援者の見
守りについて

(1)国は平成27年度末までに国家公務員採用試験から
の採用者の女性割合を30％程度とすることを目標とし
ている。本市でも数値目標を掲げ女性職員の採用を積
極的に図るべきと考えるがどうか。

(3)第２次名取市男女共同参画計画の策定は第１次計
画をどのように評価し取り組むのか。数値目標や具体
的な取り組みを示した計画とすべきと考えるがどう
か。

(6)救急車を増強すべき。

１ 小規模企業
振興について

１ 女性が輝く
社会をつくる取
り組みについて

(2)市内には300人以上の外国人の方が居住されてい
る。ＳＮＳ等により市の魅力を積極的に発信していた
だく取り組みを図るべきと考えるがどうか。

(1)ごみの戸別訪問収集などにより、見守り施策を構
築すべき。
(2)公助と共助の連携充実により、見守り強化を図る
べき。

(2)取り組みの周知を行い支援策を強化すべき。

(1)新規起業者の掘り起こしや小規模事業者の育成支
援についての考え方を伺う。

(1)団員数のこれまでの推移や定員に関する充足率、
被雇用者の直近の比率、年齢構成、女性の割合（数）
などについてどのようになっているのか明示願いた
い。
(2)消防団を取り巻くさまざまな環境を踏まえ、これ
まで消防団員への勧誘、確保のための取り組みをどの
ように行ってきたのか明示願いたい。
(3)地域の自主防災意識を高め、消防団活動への理解
を深めるため、さらには消防団の魅力をＰＲするため
の取り組みが必要と考えるがどうか、明示願いたい。
(4)消防団員や家族の方々への感謝の気持ちをあらわ
すために、地域の飲食店や小売店の協力を得た応援事
業を行うべき。
(5)市職員を消防団へ入団促進させるべき。
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